































両側指数分布をはじめとした対称分布が扱われてきた．Kou (Kou, S. G. (2002)
\A Jump Diusion Model for Option Pricing". Management Sci. 48 1086{1101.) は，両側指数分
布を非対称問題に適用できるように拡張した．具体的には，t時点の日
次収益率をxtとしたときに，次のようにモデル化する．
p11 exp (1xt) IN1(xt) + p22 exp ( 2xt) IN2(xt): (1)
ただし，p1，p2 > 0，p1 + p2 = 1である．また，IA(x)は指示関数であ
り，x 2 Aのときは1，その他の場合には0をとる. なお，上昇・下降の
場合は次の通りである．
N1 = fxt jxt < 0g ; and N2 = fxt jxt  0g :
本稿では，(1)をさらに一般化し，上昇時と下降時で異なる分布を扱
う．具体的には次のように定式化する．
p1f1 (xt j1) IN1(xt) + p2f2 (xt j2) IN2(xt): (2)
ここで，上昇時，下降時の確率密度関数は，それぞれZ 0
 1
f1 (x j1) dx = 1;
Z 1
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(b) 両側指数分布:  exp (  jxtj).
2. 非対称分布モデル
(a) 指数分布 - 指数分布: ( Kouモデル (1)と同等).
(b) 指数分布 - 正規分布:
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図2：白金の日次収益率
図3：白金の日次収益率のヒストグラム
表：パラメタ推定結果 図4：4つのモデルのQQプロット
